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９月は同和問題啓発強調月間です

みんなの
すすめ！すすめ！

湖南市は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

　北海道比布（ぴっぷ）町と聞くと、私の年代　北海道比布（ぴっぷ）町と聞くと、私の年代
では、テレビCMを思い出す方もおられるかもでは、テレビCMを思い出す方もおられるかも
しれません。しれません。
　明治28（1895）年、現在の下田地区から谷定徳氏　明治28（1895）年、現在の下田地区から谷定徳氏
を団長とする20戸が北海道へ集団移住したことを団長とする20戸が北海道へ集団移住したこと
が、比布町開拓の始まりでした。当時は、人が、比布町開拓の始まりでした。当時は、人口口
増加に伴い農地が不足。北海道の開拓は、野原増加に伴い農地が不足。北海道の開拓は、野原
を切り開き、厳しい寒さと向き合いながら、家を切り開き、厳しい寒さと向き合いながら、家
を建て、畑を作る・・・しかもその作業には今のを建て、畑を作る・・・しかもその作業には今の
ような重機はなく、私には計り知れない苦難でような重機はなく、私には計り知れない苦難で
あったと思います。あったと思います。
　平成６（1994）年。比布町100周年を機に 　平成６（1994）年。比布町100周年を機に 

「ふるさと訪問団」が、当時の甲西町を訪れられた「ふるさと訪問団」が、当時の甲西町を訪れられた
のが交流の始まりでした。友好交流都市提携をのが交流の始まりでした。友好交流都市提携を
結んだのもこのときです。結んだのもこのときです。
　「スキーといちごのまち」比布町からは、毎年、　「スキーといちごのまち」比布町からは、毎年、
湖南市に町長をはじめご一行様が来てください湖南市に町長をはじめご一行様が来てください
ます。いつも明るい笑顔と共に、「この交流のます。いつも明るい笑顔と共に、「この交流の
一番の財産は、人」だと思える時間をくださいます。 一番の財産は、人」だと思える時間をくださいます。 

遠く離れてはいますが、「湖南市は比布町の 遠く離れてはいますが、「湖南市は比布町の 
心のふるさと」という思いで、湖南市を大切に心のふるさと」という思いで、湖南市を大切に
してくださっています。「距離が遠いまち」でしてくださっています。「距離が遠いまち」で
はなく、友好交流都市という言葉以上に「親戚のはなく、友好交流都市という言葉以上に「親戚の
ようにお互いを思い合えるまち」という感覚でようにお互いを思い合えるまち」という感覚で
しょうか。しょうか。
　今年は、湖南市から比布町を訪れる企画が、　今年は、湖南市から比布町を訪れる企画が、
湖南市観光協会主催で計画されています。お互湖南市観光協会主催で計画されています。お互
いのまちの魅力を学び合い、このご縁を大切にいのまちの魅力を学び合い、このご縁を大切に
し、これからも両市町の交流が末永く続くことし、これからも両市町の交流が末永く続くこと
を願っています。を願っています。

　滋賀県では、９月を「同和問題啓発強調月間」と
定めています。
　同和問題とは、日本社会の歴史的な身分制度に
基づく差別が原因で、日本国民の一部が現在も
基本的人権を侵害されている問題のことです。 
近年、湖南市においても差別的な発言が起きて 
おり、（例えば「同和地区がどのあたりにあるのか」、

「日常生活で差別につながるあだ名で呼ぶ」など
といった行為）、これらは深刻な人権問題となって
います。
　同和問題は今もなお根強く残っており、インター
ネット上での部落差別を助長する書き込みや、 
結 婚 差 別 、就 職 差 別 な ど が 深 刻 な 社 会 問 題 と 
なっています。

問人権擁護課〔東庁舎〕　 0748-71-2322　 0748-72-3788

　湖南市では、差別意識の解消をめざし、市民や
行政職員、企業が正しい知識を身につけるための
人権講座を毎年開催しています。また、啓発月間
や啓発週間には、市内の量販店などで啓発活動を
行っています。
　すべての人の人権が尊重される社会をつくる
ためには、一人ひとりが自分の人権だけでなく、
他人の人権についても正しく理解し、多様性を 
認め合うことが大切です。知らないままにせず、
正しい知識を身に付け、身近なことから人権につ
いて考え、行動しましょう。
　９月17日（木）の午後４時から５時まで、イオン
タウン湖南店、平和堂石部店・甲西店、フレンド
マート菩提寺店で街頭啓発を実施します。

▲（左から１人目）北海道比布町議会　議長　佐藤康則さん
　（左から２人目）北海道比布町　　　町長　村中一徳さん
　（右から１人目）湖南市議会　　　　議長　細川ゆかりさん
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